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道府県・政令市名【札幌市】 

１ 実践テーマ 【  Ⅴ  】  

２ 実施対象者 札幌市立山鼻南小学校 

 第５・６学年 93名 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（総合的な学習の時間） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目標 

（ねらい） 

本校の「総合的な学習の時間」で「進路探究学習」の一環として、

将来への夢や希望を持たせるために、社会で活躍している「プロフ

ェッショナル」とふれあい、夢をもって取り組むことの大切さを知

るとともに、夢の実現に向かって努力した人との出会いを通じ、自

分の将来についての考えを具体的に深めていくための視点をもつ。 

５ 取組内容 〇指導計画【３時間扱い】 

・バイアスロンでは、クロスカントリースキーとライフル射撃を行

う事を知り、競技に興味をもつ。（1時間） 

・オリンピックに出場した目黒選手の話を聞く。（1時間） 

・講話を聞き、興味をもったことについてまとめる。（1時間） 

 

〇取組の様子 

事前にバイアスロン競技や冬季オリンピック競技についての学

習を実施し、競技への理解を深めた。 

当日は体育館で講演会

を実施した。講話終了後

は、児童が質問・交流する

時間を設定し、夢の実現

に向けて大切にしなけれ

ばいけないことや、努力

を続けることの大切さに

ついて考えた。 

 後日、総合的な学習の

時間「職業への道」の学習

で、まとめの時間を設定

した。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



講師がいくつもの挫折

を乗り越えてきたこと

や、周囲の支えへの感謝

を忘れないことなど、講

話から自分の事として感

じる児童が多く見られ

た。 

 

 

交流会後に質問をする

機会を設定することがで

き、「夢に向かって努力す

ること」「仲間の大切さ」

「失敗を恐れずチャレン

ジすること」などについ

て、強く感銘を受けてい

た。 

 

６ 主な成果 

 

・事前にバイアスロン競技について学習することで、競技について 

の興味、関心を高めて講話に臨むことができた。 

・オリンピックに出場した方から、オリンピックの話を聞いたり、 

実際に競技で使われている用具を見たり触れたりすることがで

き、オリンピックを身近に感じることができた。 

・講師の生き方に触れることで、自分の生き方について見直すきっ 

かけになった。また、将来の夢に向かうために、今すべき事を考

える良い機会になった。 

７ 実践におい

て工夫した点 

 

総合的な学習の時間で、行なっている進路探究学習との関連を図

り、今後の自分の生き方を見つめ直す機会にしたこと。 

８ 主な課題等 ・保護者にも公開するために呼びかけたが、参加者が少なかった。

より多くの保護者や地域の方に参加していただくことで、更に深

みのある学びになると考える。 

・より多くの学年で取り組むことができるように教育課程へ適切に

位置付けたい。 

９ 今後の取組

について 

他のオリンピック競技にも目を向けさせる機会も設けていく。 

 

 

 

 

 

 


